
＜地場産農産物の加工・販売を実施している例＞

○非農家との交流による連携

１．集落協定の概要

市町村･協定名 愛知県豊田市田津原町 田津原
とよたしたつはらちよう たつはら

協 定 面 積 田（96％） 畑（4％） 草地 採草放牧地
6.6ha 水稲 野菜

交 付 金 額 個人配分 35％
124万円 共同取組活動 農道・水路管理費 10％

（65％） 鳥獣害対策費 16％
農機具共同購入積立 28％
多面的機能増進活動費 2％
役員報酬 6％
その他事務費 3％

協定参加者 農業者 17人

２．取組に至る経緯

田津原集落は、営農戸数18戸で、現在、就農者の内、65歳以上の者の割合が50％に

達している。また、農地の勾配は非常に急で、協定面積の30％が1/5以上の急傾斜地と

なっており、厳しい条件の中で営農活動を行っている。現状では、新規の就農者も当

面見込まれない。

３．取組の内容

・用排水路・農道の維持管理活動及び獣害防止活動を継続的に実施していく。

・耕作放棄の発生を防止し、農用地の活用と維持管理を推進する。

・生産性・収益向上・高齢者営農の支援のため担い手への農作業の委託を推進する。

・加工品としての乾燥野菜の研究を行い、試食と勉強会を実施する。

・地場農産物を活用した加工食品を、地元にある「カントリーレストラン渓流荘」に

おいて販売し、地域の活性化に寄与する。

非農家との交流事業（芋掘り） 乾燥野菜の試食会



［集落の将来像]
○ 集落の中核をなす営農生産組織を作る。
（農業機械の効率的な活用と営農研究）
○定年退職者の帰農を進め新営農組織が支援活動を展開する。
○高齢者の生きがい営農支援
○集落内外の非農家との連携による、低農薬・有機肥料による農産物の生産活動
○高品質で美味な米の生産地である当集落の、健康で自然美溢れる環境を次の世代へ継承する。

［将来像を実現するための活動目標]
○用排水路・農道の維持管理活動及び獣害防止活動を継続的に実施
○地場農産物を活用した加工食品の販売を実施して地区の活性化に寄与する
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同利用のための
（年１回） 研究と積立

個別対応
個別対応 共同取組活動

農道・水路の維持・管理
・清掃 年２回 乾燥野菜への取り組み 鳥獣害対策へ集落ぐるみで取り
・草刈り 年２回 （乾燥野菜を使った料理 組み
・簡易補修 年２回 の研究、試食会の開催） （目標 電気牧柵 ５か所）

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

非農家との連携による交 担い手への作業委託化を図り、
流（カントリーレストラ 耕作放棄を防止する。
ン渓流荘での加工品の販 目標面積＝6.8ha
売）

共同取組活動
個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

電気牧柵の設置は、予定通り実施し、鳥獣害対策を行っている。また、機械の共同

利用へ向け、交付金を積立てている。乾燥野菜について試食会を開催し、非農家との

交流を深め、「カントリーレストラン渓流荘」での加工品の販売を始めている。しかし、

担い手への作業委託化は進まず、今後の課題になっている。

［平成21年度までの主な成果］
○地元にある「カントリーレストラン渓流荘」での加工品の販売
○ 非農家との交流行事の実施


